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は じめに

平成1 5 年度の教養教育実施委員会経費により行 っ た

｢教材 (講義用大型分子模型) を効率的に利用する試

み+ に つ い て報告する｡ ま た ,
そ の分子模型を利用 し

た講義の ひと つ の ｢ 化学の基本 (全学共通科目 ,
理系

Ⅰ向け)+ で行 っ て い る講義中の ア ン ケ
ー トおよ び演習

による理解度の把握と教育法改善の試み に つ い ても こ

の場を借りて紹介する｡

講義用大型分子模型は紙上だけで は把握しにく い 有

機分子の立体構造の 特徴を学生に判りやすく伝える手

段となる重要な教材で ある ｡ しか しなが ら, 大講義室

で後方の学生 に見える大きさの 分子模型は高価なた め ,

常用することが出来なか っ た｡ こ の 点を改善する試み

が最初の話題です｡

私 の 担当して い る ｢化学の 基本+ を受講す る理系Ⅰ

に分類される学生は将来化学が関係する専門を学ぶ こ

と になるが
,
教養 の化学の受講時点で はそ の基礎学力

に差が大きく
,
ま た化学を学習する意欲も強 い 方で は

な い ｡ その た め
,
解らな い ことがあるにもかかわらず

自習や質問によ る解決もせず最終試験に臨む学生が多

く見られて い た｡ そ こで , な ぜ解らな い の かを つ かむ

ため に
,
い く つ かの ア ン ケ

ー

トと演習を講義中に実施

し
, 教え方の 問題点を含めて学生の 状況を つ か む試み

を数年前から行 っ て い る｡ こ れ が 二 つ 目の話題です ｡

1 教材 ( 講義用大型分子模型) を効率的に 利用

する試み

有機分子の構造的特徴を学習するため の 道具と して

分子模型は用 い られます｡ コ ンピ ュ ー タ ー グ ラ フ ィ ッ

ク ス により
,
分子 の 立体構造を手軽に表示 しあらゆる

方向から見ること が出来るようになりま したが ,
手に

取 っ て自在に形を変え構造を研究できる分子模型の 重

要性 は今も昔も変わりませ ん｡ 全学共通科目の 化学実

験で は
,
個人用の 小型の分子模型を用 い て分子構造の

学習を行 っ て い ます｡ しか し, 大講義室で全員 に分子

模型を持たせて学習を進め ることは事実上不可能なた

め
,
教員が代表して分子を組み立て学生に実際に見て

もらう大型分子模型が教材と して市販されてい ます｡

こ の教材は高価なため各教員が個別に保有することは

なかなか出来ませ ん ｡ 今回の教育改善研究では
,
約1 5

万円の経費で大型講義用有機分子模型を 2 セ ッ ト購入

し
,
理学部化学系教員の 共同利用室 (物質 ･ 生産棟6

防) に備え講義に活用する研究を行 いま した ｡ 私 の担

当する ｢化学の 基本+ は理系Ⅰすなわち農, 工 ,
医

,

歯および理学部等の 将来の専門が化学に関係する学生

向け全学共通科目です｡ こ の 講義と同じ全学共通科目

の ｢基礎化学一分子の構造+ , ｢ 現代化学+ , ｢ 身近 な現

象の化学+ や理学部化学科の専門科目 (有機化学, 量

子化学等) の担当教員で有効利用する ことを計画した

わけです｡

教材等を複数の 教員で交互 に利用する方法と して
,

予約 ノ
ー ト等 - 利用計画を書き込むやり方があるが ,

教材保管重か ら教員の部屋が離れて い る場合 , 予約状

況を確認するため に保管室までくるの は大変不便で あ

る ｡ 最近はイ ンタ
ー

ネ ッ トを簡単に利用で きるため ,

イ ン タ
ー

ネ ッ ト上で予約の 出来るシ ス テ ムを開発する

こ と に した｡ 私が機器分析セ ン タ
ー

の N M R 予約用 に

利用して い るc g i プロ グ ラ ム を土台に して ,
次の よう

な画面の予約サイ トを作成することができた｡ 図 は平

成1 5 年1 1 月 の予約例で ある ｡ 予約サイ トの 有用性をあ
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げるため
,
共同利用室の他の 備品の予約 との共用 プロ

グラ ム にしてある ｡ 現時点で は学内からの アクセ ス を

自由に して い るが
,
必要に応 じて アクセ ス 制限を設け

ることも出来る｡
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大型講義用有機分子模型と組み立 て例

大型分子模型の 実際の利用にお い て は
,
結果と して

共同利用室付近の 教員が主に分子模型を利用 した こと

と
,
ど の先生が t

i
の 講義で使うかを認識 して利用され

たこと が理由とな っ て
,
実際には必ずしも予約 しなく

て利用で きる現状 とな っ て い ます ｡ と は い っ ても, 刺

用が集中する期間におい て この 予約サイ トにより教材

を効率的に利用できた ことは 間違 い ありませ ん｡ より

広 い 範囲の教貞 によ る利用 にお い ては, こ の ような予

約シス テ ム が必要 になると考えられます｡ 現在の サイ

トはM a c O S - Ⅹ上で稼働 して い ますが, こ の c gi ス ク

リ プトは汎用で きます｡ 興味の ある方はお問 い 合わせ

くださ い ｡

2 講義中の ア ンケ ー

卜および演習による理解度

の把握と教育法改善の試み

聴講学生が多様である場合
,
ど の レ ベ ル に合わせて

講義を行えば良い か考えさせられ ることが多い ｡ 年に

よ っ て学生の分布も大きく異なる場合もある｡ 理解力

の 大き い そ して意欲ある学生 に満足感を与え つ つ , 請

義内容をなかなか理解で きな い ある い は理解しようと

する意欲の 低い 学生を合格レベ ル に引き上げるには ど

の ようにすれば尽い か? と い う問題で ある ｡ その
一

つ

の 方法と して ここ数年
,
講義中の演習の 回数を増やす

ことで理解度を上げる試みを行い ,
か つ 講義内容に関

係した教示実験を行うことで化学の勉強をしたという

満足度を与えられな い か検討 してきた ｡ 皆さん の 共通

認識で あると思うが
,
演習によ っ て理解度が上が る の

は確実で あると感じられる ｡ しかし, 教示実験 (気体

の 質量 の比較 , 体積変化 , 浮沈子による浮力 ･ 圧力考

察, 気体分子の拡散速度比較 ( H C l - N H ｡ C l - N H 3) ,

液体窒素による酸素の 液化実験 , 視認できるメ チ レ ン

ブ ル ー

の 酸化還元反応と反応速度温度依存性
,
電気 エ

ネ ル ギ
ー と電気分解

, 分子模型 による反応確認 . ‥ )

に つ い て は , ｢ 実験が あ っ た の で楽しか っ た+ と の コ

メ ン トが ア ンケ
ー

ト結果に見られ るもの の , 化学を勉

強 したという満足度に つ なが っ て い るかどうかは確信
が持てな い で い る｡

講義中の ア ンケ ー トは , 初回講義時に行う高校お よ

び 1 学期で の履修状況確認と 一

般科学常識テス トから

始めて い る ｡ 高校で の化学履修の有無が理解度及 び最

終成績に関係するか ? と
,
ど のくら い の 常識を今の 学

生が持 っ て い るか ? が知りたか っ た点である｡

表 初回ア ン ケ ー ト (常識問題も) と成績 ( 各平均点)

高校で の化学 人数
科学

常識
中間

演習
最終
試験

H

1 5

化学Ⅰ Ⅰまで 4 7 78 7 7 8 5

化学I B ま で 6 5 5 81 59

その 他 2 54 7 2 83

H

1 6

化学Ⅰ Ⅰまで 7 5 76 81

化学I B ま で 2 9 74 8 6

その他 4 3 5 71

1 5 年度ではサン プル 数が少な い こともあ っ て , 履修

状況と最終試験 の評点との 間の 明確な対応は認め られ

ない ｡ 知ろうとする意欲の 差が最終的な成績に現れ て

い るか もしれな い とも感 じて い ます｡ 表の演習の 点の

ばら つ きが小さ い の は
, 実施中に解答状況を見ながら

解説を付け加えて い るためかも しれな い (理解度向上

目的) ｡ 表の 常識問題は ,
抗生物質の 抗 ウイ ル ス 作用

-
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の有無 ? (5 7 % ,
70 % ) , 性決定遺伝子は父母ど っ ち?

(71 % ,
56 % ) , ヘ リ ウ ム の原子構造? (81 % ,

8 8 % )
,

1 8 g の 水 の 分子数? (91 % , 9 3 % ) , 乾電池 の 電圧 ?

(7 5 % ,
72 % )

,
車 の鉛 蓄電池の 中の液体? (∽ % ,

57 % ) , 食酢の 成分? (9 6 % , 93 % ) , 超電導磁石用の

寒剤? ( - , 35 % ) な どで あ る｡ 乾 電池の 電圧 (約

1 . 5 V ) の 正答率が75 % ( H 1 5) , 72 % ( H 1 6) と低か っ

た の は
,
み んな電池を使い慣れて い るはずなの で ,

意

外な結果で あ っ た ｡

化学熱力学部分の 最終演習時に今年行 っ た ア ンケ
ー

トで は
,
｢ 熱力学は難解+ と した学生の 内の7 5 % だけ

が ｢教科書を読んで自習 した+ と回答した (難解6 5 人,

普通3 5 人, 簡単 8 人)(読んで自習 した7 2 人, 読んでな

い3 5 人) 0 2 5 % は解らなくてもその まま に して い る こ

とになり , 演習を課すことで強制的に学習させ る必要

を改め て感 じさせ た｡

演習 の実施は学生に自分の 理解度を把握させると と

もに
,
こちらの意図に反 して学生に伝わ っ て い な い講

義内容 の有無を把握する こ と にも役立 っ て い る ｡ 伝

わ っ て い なか っ た点に つ い て は , 理解して い る学生に

は迷惑かも しれな い が
,
次の 講義で補足することがで

きるため , 全体の教育目標の 達成には有用で ある ｡ ア

ン ケ
ー

ト ･ 演習 の 詳し い解析を行うには至 っ て い な い

が
,
上記 の ような観点で教育法の改善に努め て い ると

ころで ある｡

3 ぁわりに

教養教育実施委貞会経費を共同で申請させ て い ただ

い た理学化学科 の島倉紀之先生 ,
大型分子模型の 効率

的利用の試み にご協力 い た だい た理学部有機化学系の

先生方に感謝致します｡ また, 後半がまとまりの な い

事例紹介にな っ て しま っ た感がありますが, ご容赦を

お願 い します｡
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